












































































































No 質問 回答 A中学校 B中学校
① 中学校入学 どちらかというk楽しみ 39% 44% 
前の意識 どちらかという左不安 37% 29% 
どちら止もいえない 24% 27% 
② 中学校生活 学習する内容 32人 4人
で楽しみだ 友だち関係 97人 42人
269 
ったこと 部活動 127人 40人
(複数回答) 学校行事 98人 40人
③ 中学校生活 学習する内容 102人 38人
で不安だっ 成績 124人 44人
たこと 友だち関係 71人 1 2人
(i基数回答) 先輩との関係 72人 22人
③ 現在の中学 楽しし、 45% 59% 
校生活は楽 どちらかというと 40% 35% 
しいですか 楽しい
どちらかとし、うと 12% 6% 
楽しくない
楽しくない 3% 0% 
⑤ 中学校生活 信頼できる友だち 61人 22人
が楽しいと がし、るから
感じている 部活動が楽しいか 39人 9人
理由 1) ら
⑥ 中学校生活 信頼できる友だち 2人 2人
が楽しくな がし、なし、から
いと感 じて 授業があまりわか 6人 1人
いる理由 らなし、から




No 質問 回答 A中学校 B中学校
① 中 lギヤツ 必要だと思う 100 % 94% 
プ克服のた
めに小中速 必要だと息わない 0% 6% 
携は必要か
② 中 lギヤツ -日常的な生徒の様子観察
プに陥った -面談 ・教育相談 ・カウンセリング
生徒の指導 -生徒の人間関係づくりのサポー トのため
支援の方策 のスキル学習やエンカウンター 等
③ 中1ギヤツ 学力の定着や互いの 13% 12% 
プ克服に向 授業の工却増
けた小中連 生徒の愛かな人 30% 18% 
携の取り組 間性の育成
みで重視す 生徒指導上の児童生 20% 28% 
ベき観点 徒の深い醐平
④ 現勤務校の 充実している 0% 17% 
小中連携の どちらかとい う 26% 33% 
充実度 と充実している
どちらかというと充 55% 44% 
実していない
充実していない 19% 6% 
⑤ 現勤務校の小 小学校の取り組みを 10人 2人
中連携が充実 出量できてなし、
していない理 小中連携の意義が共 9人 1人
由 3) 通理解できていない
⑥ 連携相手の小 子どもの学力の実態 19% 16% 
学校の取り級 や学習指導方法
みについて知 児童生徒の生徒指導 43% 66% 
りたい情報 についての実態
⑦ 小中連携の 話し合う回数や時間 42% 50% 
議潤 があまりない























































































































































A中 (26人)， B中 (3人)の中の人数
3)中学校教員対象アンケートの質問④で， rどち
らかというと充実していなしリ「充実していな
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